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研究・調査データの標準化管理手法に関する研究 

 
佐藤 和孝 

 
１．はじめに 

今日、計量的な研究では、IT 技術の利用が不可欠なものとなってきている。また、新たな統計手

法の利用やデータ処理において、IT 技術の発展がそれらを支えてきたことも事実である。さらに、

時間が経過するにつれ、データ量の増加と分析方法の多様化が進み、分析データの加工方法も複雑

化し、ますます IT 技術なしでは分析処理が難しい状況になっている。そのような動向を受けて、デ

ータの管理手法についても工夫がこらされるようになってきた。 
実際に、業務や情報システムについて標準化、最適化する方法を考え、組織の効率化を図ってい

くエンタープライズ･アーキテクチャ（以下、EA）1と呼ばれる概念が注目されてきており、それを

導入する企業も増えてきている。現実的に、組織内に存在するデータをすべて整理したとき、組織

内で日常的に必要なデータや、重複していて不必要なデータが存在する可能性もあり、その適用は、

その組織において研究効率を上げる結果となることが予想される。 
実際の研究・調査の元となるデータは、研究結果に直結する極めて重要なものであるが、研究が

終わると研究者個人で管理し、分析時のままの状態で放置されている場合が多い。そのデータは、

他の研究で再利用できる可能性もあり、どのような研究機関でも、研究・調査データの有効利用を

考えているはずである。しかし、研究者独自の手法で管理されているため、特有のデータ形式にな

っていることが多く、第三者が閲覧または利用しようとした場合に、大変取り扱いにくいのが現状

である。また、EA の実施により、実際にどのような効果があるのかが形として見えないため、組織

の中でそれらを管理する必要性を感じていない現実もある。 
そこで、その複雑化したデータのフォーマットを標準化し、様々なデータを統括して扱えるよう

な管理手法を考案した。また、その手法を実際にシステム上で実現させるために、データの条件抽

出や並べ替え処理などの機能を備えたデータベースシステムを構築し、その実用性を検証した。 
 
２．方法 

１）利用データ 

サンプルデータとして、①「国民健康保険の実態」、②「全国市区町村別の面積」、③「平成 17
年度医療機器データベース」の 3 種類を利用した。これらを詳細に表したものを表 1 に示す。①の

データは、国民健康保険中央会と都道府県国民健康保険団体連合会が毎年出版している、2003 年度

および 2004 年度の「国民健康保険の実態」2,3を参照したもので、細かく分類すると、データ表が年

度単位で 9 つあり、計 18 のデータ表が存在する。また、②のデータは、毎年 10 月に国土地理院の

ホームページで公表される面積情報である。③のデータは、毎年、医療情報システム開発センター

が有料で公表している医療機器情報である。 
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表 1 データ表リスト 

No. データ表名 件数 列数 

平成 15 年度一般状況 3,390 件 54 列

平成 15 年度一般状況都道府県別計 240 件 52 列

平成 15 年度保険税（料）の賦課徴収状況 3,244 件 41 列

平成 15 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（一般被保険者分） 3,390 件 31 列

平成 15 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（退職者医療分） 3,390 件 31 列

平成 15 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（老人保健分） 3,390 件 31 列

平成 15 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率都道府県別計 720 件 30 列

平成 15 年度保険税（料）収納状況および経理関係諸率 3,390 件 41 列

平成 15 年度保険税（料）収納状況および経理関係諸率都道府県別計 240 件 40 列

平成 16 年度一般状況 3,310 件 54 列

平成 16 年度一般状況都道府県別計 240 件 52 列

平成 16 年度保険税（料）の賦課徴収状況 3,229 件 41 列

平成 16 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（一般被保険者分） 3,310 件 31 列

平成 16 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（退職者医療分） 3,310 件 31 列

平成 16 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（老人保健分） 3,310 件 31 列

平成 16 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率都道府県別計 720 件 30 列

平成 16 年度保険税（料）収納状況および経理関係諸率 3,310 件 45 列

① 

平成 16 年度保険税（料）収納状況および経理関係諸率都道府県別計 240 件 44 列

平成 15 年 10 月公表全国市区町村別面積 3,397 件 13 列
② 

平成 16 年 10 月公表全国市区町村別面積 3,392 件 12 列

③ 平成 17 年度医療機器データベース 256,617 件 256 列

 
 
２）システムの開発 

システムの開発には、Web サーバの OS に Debian GNU/Linux 3.0 を採用し、データベースには

Postgre SQL 7.2.1 を利用し、Apache 1.3.26 の環境上で、php（PHP: Hypertext Preprocessor）4.1.2 と

JavaScript を利用して開発を行った。また、サーバのスペックは、PentiumⅢ800MHz、メモリ 512MB
で行った。 
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３．結 果 

１）標準化手法の実装 
（１）標準化定義表の作成 
標準化手法の実現のため、データ表の各列の属性情報を抜き出して、それを表形式にまとめた標

準化定義表を作成し、この表を利用してデータを管理することとした。具体的な属性情報の例を表

2 に示す。データベースのテーブルを構成するために必要な基本情報に加えて、データを表示する

ときの表示設定に必要な項目を考慮して導出したものである。 

 
表 2 各データ表から抜き出す列の属性情報群 

番号 列名 説明 

1 取得年度 データ取得年度 

2 データ表名 データ表の表題 

3 列名（英語） 列の表題（英語表記） 

4 列番号 列の通し番号 

5 見出し 1 列の大見出し 

6 見出し 2 列の中見出し 

7 見出し 3 列の小見出し 

8 見出し 4 列の見出し予備 

9 見出し 5 列の見出し予備 

10 タイトル 列の表示される列名 

11 単位 列の単位名 

12 データ型 数値列、文字列、コード化列判定 

13 表示幅 列幅をピクセル値で指定 

14 公開可否 列の表示・非表示判定 

15 小数点以下桁数 数値列の場合の小数点以下桁数 

16 配置方法 列の左寄せ、中央配置、右寄せなどの配置 

 
（２）標準化定義表の作成手順 
作成手順は、最初に 1 つのデータ表の 1 列目に注目し、その列に対する表 2 の属性値を設定し、

その属性値の間にカンマ記号やTAB記号などの文字を挿入して値を連結させた1行の列属性情報デ

ータを作成する。続けて、次の列以降にも同様の作業を行い、作成した列属性情報データを行単位

に追加していく。つまり、あるデータ表の 1 列が、標準化定義表の 1 行となる。この作業を、1 つ

のデータ表の全ての列に対して行えば、新たに 1 つの表が出来上がる。さらに、この作業を表 2 の

全てのデータ表に適用して作成した、データベース全体の標準化定義表を図 1 に示す。 
具体的には、次の手順に従って、列の属性情報を整理した。 

手順 1.整理するデータ表の数を確認し、各データ表にタイトルを付ける。 
手順 2.それらのデータ表をまとめて表現するタイトルを付ける（データベース名の作成）。 
手順 3.各データ表に取得年度を付ける。 

手順 4.各データ表から列を抜き出し、列番号を付ける。 
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手順 5.各列に英語タイトル、日本語タイトルを付ける。 
手順 6.各列の単位名を付ける。 

手順 7.各列のデータ型（数値列、文字列、カテゴリ（コード化）列など）を調べる。 
 数値列（合計や平均などの計算が可能なデータ：実数と整数に分けて考える） 

 文字列（名称や、コメントなどの数値ではない文字列データ） 

 カテゴリ（県コード（1～47）や性別（M、F）など、コード化されたデータ） 

手順 8.カテゴリ項目がある場合は、そのコードと名称を別のカテゴリデータ表にまとめる。 
 例）データ表：性別（コード=“M”：名称=“男”、コード=“F”：名称=“女”） 

カテゴリデータ表のタイトルと列名を決め、元のデータ表との連結列を確認する。 

手順 9.各列の表示幅と配置方法（左寄せ、中央配置、右寄せなど）を決める。 
手順 10.整理したものを表形式にまとめる（コード化可能なものはコード変換して登録）。 
 

図 1 データを標準化するための定義例 
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（３）カテゴリデータ連結定義表の作成 
前記の手順 8 により、カテゴリデータ表を作成した場合、元のデータ表と連結させるための情報

が必要となるため、カテゴリデータ連結定義表を作成した。この表には、カテゴリデータ表名、カ

テゴリデータ表のコード列名、連結させる元のデータ表名、連結させる元のデータ表のコード列名

を登録する。 

今回のサンプルデータの中で、表 1 の①のデータについては、「都道府県コード」「市町村区分コ

ード」「地域コード」「合計グループコード」、②のデータについては、「都道府県コード」「地域コー

ド」、③のデータについては、「商品分類コード」が含まれるデータ表について、それらに対応する

データ表をカテゴリデータ表として作成し、連結定義情報をカテゴリデータ連結定義表に登録した。 

 
２）システムの動作検証 
システムの実行画面は、上下にフレームを分割し、上側フレームでデータの選択や、表示条件の

設定を行い、下側フレームにその結果を表示する構成とした。また、システムの基本機能として、

①特定のコードデータだけを表示させるようにする限定表示機能、②表示させる行数を指定できる

表示行数設定機能、③ある特定条件を設定し、その条件を満たすデータを抽出する条件抽出機能、

④並べ替え列を指定できる並べ替え機能、⑤表示させたい列を選択できる表示列選択機能、⑥表示

した結果を CSV 形式（カンマ区切り）でダウンロードできるテキストファイル出力機能を実装させ

た。さらに、合計値や平均値などの単純集計機能にも対応できるように設計した。 
実際に、データベースに「国民健康保険の実態」、閲覧データに「平成 15 年度療養の給付（診療

費）および療養諸費諸率（老人保健分）」を指定した場合の実行画面を図 2 に示す。ここで、基本

機能の設定箇所は、図に数字で示したとおりで、③～⑤の機能については、機能の説明文をクリッ

クすると設定画面を表示する仕組みとなっている。 
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図 2 実行画面例（2003 年度療養の給付（診療費）および療養諸費諸率（老人保健分）） 

 
この画面では、データ列の見出しが段階的であったり、他列で共通の見出しとして利用されてい

たりする項目があったが、それらの表示条件にも対応した形で結果を表示できた。それは、標準化

定義表の見出し列の表示定義から、列の段組や連結処理を施して、動的に列タイトルの構成を組み

換えるアルゴリズムを実装させていたためで、このアルゴリズムが正常に動作していることが確認

できた。また、表示列の単位も正常に表示されていることがわかる。 

①

② 

③ 
④ 
⑤ 

⑥ 
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他の画面例として、データベースに「全国市区町村別面積」、閲覧データに「平成 16 年 10 月公表

全国市区町村別面積」を選択した画面を図 3 に示す。この例では、限定表示列が図 2 の例とは異な

ることがわかる。また、単位表示で“km2”のように上付き文字にも対応させた。 
 

図 3 実行画面例（2004 年 10 月公表全国市区町村別面積） 
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さらに、データベースに「医療機器データベース」、閲覧データに「平成 17 年度医療機器」を選

択した画面を図 4 に示す。 

 

図 4 実行画面例（2005 年度医療機器） 

 
このデータは、列数が 256 列、行数が 256,617 件という大規模なデータであり、表示されるまで

多少の時間を要するが、それ以外は問題なく動作していることが確認できた。ここでも、限定表示

項目が動的に変更されており、カテゴリ定義表の連結機能も正常に動作していることが確認された。 
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（２）システムの基本機能 
ここで、システムの基本機能が正常に動作するかを確認した結果を図 5 に示す。この画面では、

図 2 で示したデータを利用し、東京都の市町村に限定し、表示列を[都道府県名][保険者名][療養の給

付の計]と[１人当り療養諸費費用額]に設定して、[１人当り療養諸費費用額]に対して、降順に並べ替

えかつ、抽出条件にそれが 800,000 円以上または 490,000 円以下という条件を設定して実行した画面

である。その結果、東京都の市区町村の「１人当り療養諸費費用額」のトップ 3 とワースト 3 を同

時に表示した結果となっている。この実行例 1 つで、基本機能の①～⑤までが正常に動作している

ことが確認できた。また、⑥の機能についても動作確認したところ、表示結果の内容を、CSV 形式

でダウンロードでき、全ての基本機能が正常に動作したことを確認できた。 

 
図 5 実行画面例（基本機能の動作確認） 
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４．考 察 

IT 技術の発展により、総務省や厚生労働省などの国の機関をはじめ、様々な研究機関より、調査

結果や統計報告がインターネットを通じて発信されている現在において、それらの情報をどう受け

止め、どう活用できるかを考えることも、研究者にとっては必要である。また、長期的な研究にお

いては、分析するデータ量も、年を重ねるにつれ、必然的に肥大化し、作業も複雑になっていくが、

データの管理方法については、現段階では問題となっていないため、真剣に取り組まれていないの

が現状である。 
例えば、今回利用した全国の市区町村別の面積データの場合を考えると、国土地理院のホームペ

ージ内に、そのデータが公開されており、早速そのデータを利用しようと考える。しかし、そのホ

ームページでは、データが都道府県ごとに別々に表示されるようになっているため、全ての都道府

県のページを閲覧し、それらのデータをまとめて保存できる標準化フォーマットを考えてから、デ

ータを保存していかなければ、全てのデータを標準的に扱えない。とくに市町村のデータについて

は、市町村合併のため、年度によって市町村自体が変化することがあり、データの整理の仕方が大

変重要となる。従って、年月が経過すればするほど、データは複雑化し、肥大化することとなる。 
一般的に、複数の人の目で、データを確認することは、そのデータの間違いの発見や、妥当性が

考慮されるということであり、そのデータの信頼性が向上することにつながる。とくに、研究者に

よっては、統計ソフトに依存し、結果のみを信用して報告することも見受けられるが、本当に重要

なのは、統計処理を行うまでの過程である。つまり、データの収集方法や、クレンジング処理であ

り、その過程が妥当でなければ、統計処理は無意味なものとなる。 
実際にデータの管理を行うとなると、データ量、利用方法および、利用可能な IT 技術を考えれば、

有効な手法の 1 つとしてデータベース化を考えることとなる。本研究は、このようなデータベース

の構築を行う場合に、そのデータの種類やフォーマットに関係なく、それらを共通に管理できるよ

うな手法を考案するものである。 
通常、データベースの構築は、データ表ごとに定義情報を作成してから、テーブルを作成するの

が基本であるが、利用するデータベースの種類によりその定義情報が微妙に異なるため、その実現

には、データベースアプリケーション特有の規約に基づいて、それを作成しなければならないとい

う制限がある。今回考案した手法は、その定義情報そのものを標準化した定義表を利用して、その

規約を独自に制御し、データの統合管理を実現しようというものである。 
また、カテゴリデータ連結定義表を作成し、データベースのリレーション機能を実現させたこと

により、データ表間での結合処理も可能となるため、年度間でのデータ表の結合処理や、市町村別

の面積データ表との結合処理など、必要性に応じて、自由なデータ表の作成が可能となるように設

計している。 
これらの定義表が存在しない状態で、システム開発を業者に委託した場合、単純にデータを読み

込んで表示するシステムは出来上がる。また、「表示幅」や「公開可否」などの設定情報は、その仕

様を明確に伝えておけば、その対応も可能である。しかし、そのような設定は、発注者から要求し

ない限り、プログラムソースで対応することが多いため、仕様変更があった場合、プログラムソー

スを直接修正することとなり、結局は業者に依存したシステムとなってしまう。さらに、追加した

いデータがある場合、追加用に新たなプログラムが必要となるため、その都度、開発費が積み重な

る。 
今回考案した定義表を利用すれば、データの追加や細かな設定が必要となったときに、データベ
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ースに登録している定義表を直接修正するだけで、それらの対応が可能となり、システム内のプロ

グラムソースを修正する必要がなくなるため、業者に依存せず、研究機関内で、それらの処理に対

応することが可能となる。 
実際、サンプルデータを利用してシステムの動作を検証したところ、限定表示や、並べ替え機能

など、一通りの基本機能の動作確認ができ、本定義表を利用すれば、汎用性の高いシステムが構築

可能であることが示された。また、結果に示すとおり、データを実際に条件で絞り込んで閲覧する

ことで、分析結果を確認することも可能であり、さらに本格的な分析をしたい場合は、閲覧してい

る結果を CSV 形式でダウンロードし、専用の分析ソフトで活用できるため、研究を支援するツール

として利用できると考えられる。また、Windows の基本機能であるコピー、ペースト機能も利用で

きるため、結果の画面を他アプリケーションにも簡易に移植することも可能である。 
サンプルデータで利用した医療機器データについては、Windows で主要な表計算ソフトである

Excel で扱えるデータ数の制限を大きく超えており、分析するには、データベースソフトや、統計処

理ソフトなどの特殊なアプリケーションを利用しなければならない。しかし、どのようなデータで

あっても、本システムに登録することができれば、システムの基本機能を利用して、必要なデータ

を即座に指定し、取得することが可能となる。とくに重要なのは、Web ブラウザのみで本システム

の利用を実現した点であり、利用者が多ければ、新しい要望やデータの種類なども増え、システム

の改良に役立つと考えられる。 
本システムを開発するにあたり、次の 2 つの条件を考慮して開発を行っている。第一の条件とし

て、特別なソフトを必要としないで利用できるシステムの構築である。この条件を満たすため、世

界で最も利用人口の多い Windows ユーザをシステムの利用者として想定し、利用するアプリケーシ

ョンは、OS インストール時に組み込まれる Web ブラウザのインターネットエクスプローラで動作

するシステムを構築した。また、第二の条件として、標準的なデータベースを扱うことができ、少

しでも安価に開発ができることを実現するために、Web サーバの OS を Linux、データベースには

Postgre SQL を利用し、コストパフォーマンスも考慮したシステムに仕上がった。 
本定義表は、まだ発展途上であり、テーブル間での動的な連結処理は実現しておらず、今後、定

義表の改良が必要である。また、複数のデータベースサーバにも対応するためには、標準化定義表

にサーバへのアクセス定義情報が必要である。これからさらに新しいデータを追加していき、本定

義表を完全なものに仕上げることをこれからの課題としたい。 
また、あらゆる研究分野における IT 化の発展を考えると、データの意味の理解とデータベースシ

ステム技術の両方を兼ね備えた専門の知識が必要である。このような知識を持った人材を育成する

ことも、これから先の重要な課題である。 
過去に、XML（eXtensible Markup Language）を利用してデータベースの標準化を行う手法が報告

されているが 4、本研究の手法は、技術的にもそれほど高度でなく、データベースシステムの基幹的

な部分の手法であるので、一般的に広く活用できると考えられる。 
さらに、本システムを公開用システムとして拡張すれば、研究機関専用の公開情報データベース

システムとして活用することが可能であり、研究で利用したデータを公開すれば、研究に興味を持

った利用者が独自に結果を確認できるようになる。その研究の健全性を証明でき、その結果に説得

力を持たせる 1 つの手段として活用できる。 
本研究で考案した定義表を利用することにより、様々な種類のデータの標準化を実現し、異種の

データを統括して管理することが可能となった。また、定義表に属性情報を登録することで、数値
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情報や、カテゴリ情報の判別ができ、単純な集計機能だけでなく、クロス集計機能も実現可能とな

り、拡張性の高いシステムの基本的な標準化規準として利用できると考えられる。さらに機能を拡

張し、相関係数や、多変量解析などの統計機能に対応した分析ツールの作成も可能であり、あらゆ

る研究分野で広く利用できると思われる。 
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